東病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和元年9月9日（月）　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：中野　円香
	加藤
	澁谷
	成田
	滝田
	松舘
	坂澤
	柴田
	川守田
	中野
	金谷
	国光

	〇
	休
	〇
	深
	休
	〇
	準
	年
	〇
	〇
	休

	坂本
	畑中
	野村
	小沼
	大久保
	見上
	荒木田
	佐々木
	古川
	竹内
	三浦

	深
	〇
	準
	　休
	年
	年
	準
	休
	休
	深
	年


＜連絡事項＞
・特記事項無し
＜東病棟入室状況＞
・向山　ユキ様～9：50死亡確認。退院となっている。
・久保　興介様～東A9号室→東B3号室へ移動となる。
＜患者様連絡事項＞
・宮古　克弘様～便秘時）センナリド2T　3回分、
不眠時）ブロチゾラム錠0.25mg　1T　7回分処方となる。 
・谷口　隆良様～不眠・不穏・不安時）ロラゼパム錠0.5㎎　1T　5回分処方となる。
・稲荷　幸七様～不眠時）ルネスタ1㎎　1T　5回分処方となる。
・藤井　崇史様～不穏時）レボトミン(25)1T　10回分処方となる。
・見付　龍矢様～筋注）レボトミン(25)1A　処方。9：46実施。
・本木　貞子様～固形物を吐き出してしまう為、昼よりミキサートロミへ食事形態変更。
・高橋　末吉様～9月分の膀胱洗浄の指示をもらっている。
・小向　清志様～9/13(金)14：00から介護区分変更の為の面会予定。
・山田　ミヨ子様～本日グループホーム大久保のスタッフと面談実施。
　　　　　　　　　9/11(水)10：00退院予定となる。当日、施設の車が迎えに来る予定。
　　　　　　　　　サマリー、初外来日の調整をしていく事となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後一時間ずつの開放観察実施。開放と同時に走り回り、書き物の強要行為見られている。介入し、トラブルには至らず経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察開始。開放中は読書や整容などを行い、妄想言動無く経過するが、入室の際「こんな所に閉じ込めやがって」とスタッフへ水をかける事あり。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・袴田　将志様～時間隔離中。妄想様の言動や不穏さ無く経過。多飲水も見られず。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。バイタルサイン異常や経管栄養のトラブルなし。両上肢の浮腫は軽減傾向だが、足背の浮腫は持続。声掛けには開眼するのみで経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞

・見付　龍矢様～9：15、詰所前で男性患者と口論となり掴み掛かる様子あり。状況確認には、「自分はただふらついてもたれかかりそうになっただけで何もしてないです」と粗暴行為否定しているが、介入したスタッフに対しても睨み付け、身体を寄せてくる様子あり。また自ら身体を入り口ドアにぶつけ倒れる振りをしている。9：46、自傷・他害の恐れがあり、金Dr.より筋注）レボトミン(25)1A指示を受け実施。以後、部屋で臥床して過ごす。
・藤井　崇史様～詰所前にて他者と口論になり、掴み掛かられている。介入には、「あいつが全部悪いんだ、こっちはやられただけです」と言うが、自室へ誘導後は落付いている。
・高柳　和子様～話掛けに対し、妄想的な発言が聞かれているが不穏さなし。左手の浮腫著明。本日14：00、室岡整形外科記念病院へ家族と受診し、骨のずれ等はなし。次回9/25(水)14：00受診予定。外出申請済み。
・稲荷　幸七様～体動活発さがあり、指示の点滴は詰所で見守りをしながら実施。膀胱留置カテーテル内、肉眼的血尿は見られず。15：00、膀胱留置カテーテル自己抜去。以後自排尿（血尿なし）確認。主治医へ報告し、カテーテル挿入せず経過観察。多動時は頓服で対応との事。
・高橋　憲一様～不穏さや妄想言動無く経過。体調について、「何ともねぇ…」と口調強めに答えている。
＜金Dr.診察情報＞
・佐々木　紀美子様～臨時薬同内容で処方継続、アモキシシリンカプセルは飲み切り中止の指示となる。
・細越　勝男様～臨時薬同内容で処方継続となる。
・上野　正志様～ADL低下に伴い精神症状落ち着いているため、臨時薬オランザピン10mg→5mgへ減量、他同内容で処方となる。
　　　　　　　　他科受診について状態確認の為にも一度受診させるよう指示あり。息子様付き添いできないとの事で、スタッフ付き添いにて受診する予定となる。
・伏部内　ミヱ様～臨時薬同内容で処方継続となる。長期でオランザピン300mg/日で投与となっているため、今後減量検討するとの事。
・佐々木　ハル様～夜間の不眠傾向ある為、臨時薬トラゾドン追加、他同内容で処方となる。
